
 - 1 - 

2018年 5月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[マテリアルズインテグレーション（MI：materials integration）] 
 

科学技術の応用をジャンプアップさせ、産業や社会の姿を大きく変えてしまうものの多くは、新たな材

料の発見や創製によります。例えば、真空管からトランジスタ、電子管（ブラウン管、蛍光管、電球）か

ら固体デバイス（液晶、発光ダイオード）などが、我々の身の回りのシーンを大きく変えました。 

 

一方、材料の開発には多くの時間と労力が必要です。青色発光ダイオードの創製には 10 年以上かかっ

ています。しかも、偶然の発見があって実現したものです。 

 

そこで、今、新規材料開発の効率化に向けて、新たな取組みが始まっています。内閣府戦略的イノベー

ション創造プログラム（SIP）における「マテリアルズインテグレーション」です。 

 

（１）マテリアルズインテグレーションとは 

これまでの材料科学の成果や経験知を活用するとともに、理論、実験、解析、シミュレーション、デー

タによる数理統計解析などの科学技術を統合して、新材料の性能のみならず材料構造の経年変化等も高精

度で予測する統合型材料開発支援システムと定義されるとのことです。 

 

対象とする材料・素材は金属、高分子材料、セラミックスなどです。 

目的は、革新的新材料の開発時間の短縮、効率化、コスト削減、材料選択、プロセスの最適化です。 

 

（２）マテリアルズインテグレーションの特徴 

考え方は、順問題と逆問題の両方のアプローチです。 
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順問題としては、材料関連のデータを蓄積して、その構造などから、ある材料の性能予測のシステムを

つくります。一方、狙いとする性能の材料を探索する場合は逆問題となります。組織予測システムに落と

し込んで、どんな成分のどんな作り方をすればこういう材料ができるかを考えます。 

 

なお、類似のアプローチとして、マテリアルインフォマテックス（Materials Informatics）があります。

これは、計算技術（データに基づく新規・最適物質探索）に重きをおいた材料検討の手法です。 

 

マテリアルインテグレーション は、このような材料の性能だけでなく、加速試験データなどを用いて、

経年変化などを予測することも範囲に入っています。 

 

（３）材料分野と応用への期待 

金属・無機材料分野は、比較的、短期的な成果が期待できます。これは、ミクロ（原子、分子レベル） の

世界で起こる効果や機能が、マクロ（材料、部材レベル）の世界においても同様の現象として想定される

ためです。 

高分子材料分野は、成果へのハードルが高そうです。ミクロの世界での効果や機能がマクロの世界で一

致するとは限らないためです。それでも、この分野は日本企業が強い領域です。長期には成果が出せると

考えます。 

 

現在、世界的に材料開発ブームが起こっています。幸い、日本は、今のところ、機能性材料分野では世

界トップクラスの技術を持っています。この競争力は、何としても堅持する必要があります。 

 

取組み中のマテリアルズインテグレーションのシステムは、2018 年度に初版のシステムが立ち上がる

予定とのことです。期待したいと思います。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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